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＝お申し込み　　＝お問い合わせ申 問

お
知
ら
せ�

　
内
陸
線
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

　
昨
年
度
は
多
く
の
企
業
・
団
体
・
個
人

の
方
々
に
駅
舎
の
補
修
、草
刈
り
等
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
今
年
度
も
、駅
舎
や
手
す
り
の
塗
装
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
補
修
、雑
木
刈
払
い
等

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
く
だ
さ
る

企
業
・
団
体
・
個
人
を
募
集
し
ま
す
。�

　
ま
た
、セ
メ
ン
ト
、ペ
ン
キ
等
の
材
料

費
を
支
給
し
ま
す
。で
き
れ
ば
お
力
を

お
貸
し
願
い
た
い
希
望
の
箇
所
も
あ
り

ま
す
の
で
、そ
の
際
は
お
た
ず
ね
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。�

提
供
で
き
る
原
材
料
等
　
ペ
ン
キ
、ハ
ケ
、

セ
メ
ン
ト
原
料
、燃
料
、そ
の
他
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
保
険
料
等�

　
　
秋
田
内
陸
線
再
生
支
援
室�

　
　
　
　
　
　
　
　
a

82-

２
１
１
４�

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
講
習�

①
発
掘
調
査
作
業
講
習（
無
料
）�

期
間
　
６
月
21
日（
月
）〜
25
日（
金
）�

会
場
　
市
中
央
公
民
館
分
館
他�

対
象
　
60
歳
代
前
半
層�

内
容
　
遺
跡
発
掘
調
査
に
係
る
基
礎
的

な
知
識
を
習
得
し
、発
掘
調
査
作
業
補

助
員
と
し
て
の
雇
用
・
就
業
を
目
指
す

ほ
か
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
案
内
人
と
し
て

の
就
業
を
目
指
し
ま
す�

②
訪
問
介
護
員
２
級
課
程
養
成
研
修（
無
料
）�

期
間
　
７
月
１
日（
木
）〜
９
月
３
日（
金
）�

対
象
　
60
歳
代
前
半
層�

講
師
　
北
秋
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
他�

内
容
　
訪
問
介
護
員
２
級
の
資
格
取
得

に
必
要
な
知
識
・
技
術
を
習
得
し
、施
設

職
員
や
訪
問
介
護
員
と
し
て
の
就
職
・

就
業
を
目
指
し
ま
す�

　
　
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー�

　
　
　 

　
　
　
　
　
a

62-

５
１
５
１�

　
企
業
在
職
者
の
パ
ソ
コ
ン
教
室�

①
ワ
ー
ド
社
外
文
書
作
成
講
習�

期
日
　
６
月
16
日（
水
）、17
日（
木
）�

内
容
　
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
作
成
、表
の
作
成
、

長
文
作
成
サ
ポ
ー
ト
機
能
、差
込
印
刷

を
習
得�

対
象
者
　
企
業
在
職
者
で
文
字
入
力
が

で
き
る
方�

テ
キ
ス
ト
代
　
１
０
５
０
円�

申
込
締
切
　
　
６
月
９
日（
水
）�

②
ア
ク
セ
ス
、社
員
・
顧
客
管
理
表
作
成
講
習�

期
日
　
６
月
23
日（
水
）、24
日（
木
）�

内
容
　
基
礎
的
な
機
能
を
習
得
し
、社
員
・

顧
客
管
理
表
を
作
成
す
る�

対
象
者
　
企
業
在
職
者
で
ア
ク
セ
ス
初

心
者
の
方�

テ
キ
ス
ト
代
　
２
１
０
０
円�

申
込
締
切
　
６
月
15
日（
火
）�

【
共
通
事
項
】�

場
所
　
県
立
鷹
巣
技
術
専
門
校�

時
間
　
９
時
〜
16
時�

定
員
　
各
講
習
10
人（
先
着
順
）�

　
　
　
県
立
鷹
巣
技
術
専
門
校�

　
　
　
　
　
　
　
　 

a

62-

１
６
２
６�

問

申

問

　市では、みなさんに「きれいでおいしい水」を供
給するため、配水管に付着・沈殿している水アカを
取り除く作業を実施します。�
　作業方法は、従来と同じく排泥弁や消火栓から放
水しますが、近年の状況から付着している水アカは、
かなり取り除かれているため、今回の作業は沈殿し
た水アカの除去作業が中心となりますので、区域を
細かく切って夜間のほかに昼間も実施します。�

６月７日（月）～11日（金）�実施期間�

　夜間に洗浄作業する区域については、翌朝
放水してから使用してください。�

　水の使用に影響を与えないような洗浄を実
施しますが、放水により若干水圧が低下する
ことが予想されますので、ご了承願います。�
　また、作業は万全を期しますが、万が一濁
水が混入した場合は、ご連絡ください。�

◎お問い合わせ�
　鷹巣浄水場　a６２－３４９０�

水道管（鷹巣上水道）の洗浄作業を行います�水道管（鷹巣上水道）の洗浄作業を行います�

６月７日（月）�

６月８日（火）
�
６月９日（水）
６月10日（木）

６月11日（金）

南鷹巣、舟場�
旭町３番～14番、舟見町の一部、�
新舟見町の一部、伊勢町�
あけぼの町、太田�
　�
中岱、幸町、内幸町、平成町、東上綱�
下家下、胡桃館、深関�

堂ヶ岱、高村岱、西陣場岱、藤株、脇神、上野�
東横町、宮前町、花園町７番～20番�
�
花園町１番～６番、旭町１番～２番、材木町�
松葉町、住吉町、駅裏�
元町、大町、米代町、舟見町の一部、�
新舟見町の一部�

昼間　13時～17時頃まで 夜間　21時～24時頃まで洗 浄 日

申

問
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お・知・ら・せ�

秋田内陸線　行楽シーズン到来！�

　
森
林
ガ
イ
ド
事
業�

　
「
花
の
森
吉
山
紀
行
と
温
泉
浴
」

期
日
　
６
月
23
日（
水
）�

時
間
　
８
時
30
分
〜
15
時�

集
合
場
所
　
内
陸
線
阿
仁
前
田
駅�

行
程
　
阿
仁
前
田
駅
〜
阿
仁
ス
キ
ー
場

〜
ゴ
ン
ド
ラ
〜
石
森
〜
避
難
小
屋
〜
山

頂（
昼
食
）〜
避
難
小
屋
〜
森
吉
神
社
〜

石
森
〜
ゴ
ン
ド
ラ
〜
阿
仁
ス
キ
ー
場
〜

ク
ウ
ィ
ン
ス
森
吉
温
泉（
解
散
）�

募
集
人
数
　
25
人（
先
着
順
）�

参
加
費
　
１
人
３
０
０
０
円�

募
集
締
切
　
６
月
11
日（
金
）�

持
ち
物
　
昼
食
、雨
具
、防
寒
具
、飲
料
水
、

登
山
靴（
運
動
靴
可
）、入
浴
に
必
要
な
物�

応
募
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
に【
住
所
】【
氏

名（
ふ
り
が
な
）】【
年
齢
】【
性
別
】【
電
話

番
号
】を
記
入
の
上
、申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
ハ
ガ
キ
１
枚
で
複
数
応
募
可�

　
　
　
〒
０
１
８-

４
４
０
１
上
小
阿
仁

村
沖
田
面
字
野
中
４
８
４-

２
東
北
森
林

管
理
局
米
代
東
部
森
林
管
理
署
上
小
阿

仁
支
署
　
a

77-

２
４
２
２
　�

　「
人
権
の
日
」特
設
相
談
所
・
日
程
変
更�

　
前
号（
28
ペ
ー
ジ
）で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
、人
権
の
日
特
設
相
談
所
に
つ
い

て
合
川
会
場
の
日
程
変
更
が
あ
り
ま
す
。�

期
日
　
６
月
４
日（
金
）�

《
変
更
前
＝
６
月
３
日（
木
）》�

　
　
生
活
課
地
域
推
進
班�

　
　
　
　
　
　
　
　
a

62-

６
６
２
８�

問

問

地域子育て支援センター�地域子育て支援センター�地域子育て支援センター�のごあんない�のごあんない�のごあんない�

　　　　　　　　　まだ入園していないお子様に保育園を体験していただいたり、様々な�

　　　　　　　　行事を通じて、お子様や保護者の方々が交流を深めたり、情報を交換し�

たり。もちろん、子育ての悩みについてのご相談もお受けします・・・�

　地域子育て支援センターは、子育て真っ最中のご家庭をサポートします。�

　ママやパパだけでなく、おじいちゃんおばあちゃんも参加できますし、入会料は�

ありませんので、お子様とご一緒にお気軽にご利用ください。�

※活動内容などの詳細は、各センターにお問い合わせください。また、各センターの毎月の行事などの

ご案内を、市役所こども福祉班・各窓口センター・各保健センター・子育てサポートハウスわんぱぁく 

の窓口にも備えていますので、ご覧になってください。�
福祉課こども福祉班　a62-6638

地域子育て支援センター�

『しゃろーむ』�『しゃろーむ』�
地域子育て支援センター�

『みなみ』�『みなみ』�
地域子育て支援センター�

『あいあい』�『あいあい』�

a６２-１９９９�

私立認定こども園 しゃろーむ�

北秋田市東横町10-34

a０１２０-９７８-４１５�

私立南鷹巣保育園�

北秋田市脇神字高村岱140

a７８-９０３０�

北秋田市立あいかわ保育園�

北秋田市李岱字下豊田１

「列車が来たらみんなで手を振ろう」�
運動にご参加ください！�

　毎年多くの旅行客の皆様が感動されています。�
　「美しい自然」と「豊かな人情」で、
　内陸線の利用客に心に残る感動のおもてなしを！

　行楽シーズン、秋田内陸線は旅行客をいっぱい
に乗せ、のどかな田園地帯や自然が芽吹く山々を、
力強いディーゼルエンジン音を響かせながらリズ
ミカルに駆け抜けます。�

外で元気に遊ぶ子どもたち�

農作業中のお父さんやお母さん�

屋根でペンキを塗っているおじいちゃん�

談笑しているおばあちゃんたち�

列車が来たら、ちょっぴり手を休めて�
「こんにちはー」�
「えぐきたんしー」�
「楽しんでいってけれー」�

など思い思いの�
　気持ちを込めて�

みんな笑顔で�
　　　手を振ってみましょう！�な

い
り
っ
く
ん�

秋田内陸地域公共交通連携協議会�
（北秋田市・仙北市）　a82-2114

問

申

問


